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衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
二
〇
二
五
年
国
際
博
覧
会
の
会
場
建
設
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
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一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

令
和
七
年
に
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営
を
行
う
公
益
社
団
法
人
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
か

ら
は
、
御
指
摘
の
同
博
覧
会
に
係
る
複
数
の
工
事
の
入
札
の
不
調
及
び
不
落
の
主
な
原
因
に
つ
い
て
は
、
独
創
性
や
デ
ザ
イ

ン
性
を
重
視
し
た
建
築
で
あ
る
た
め
、
工
事
の
難
易
度
が
高
か
っ
た
こ
と
、
仕
様
書
で
示
し
た
仕
様
が
明
確
で
は
な
か
っ
た

こ
と
等
と
考
え
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

「
会
場
建
設
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
千
八
百
五
十
億
円
を
増
額
す
る
こ
と
は
あ
る
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令

和
四
年
十
月
七
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
が
「
万
博
会
場
の
工
事
発
注
の
事
業
費
千
八
百
五
十

億
円
に
つ
い
て
は
、
物
価
上
昇
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
価
格
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

し
っ
か
り
と
し
た
会
場
が
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
「
大
阪
府
に
お
け
る
二
〇
二
五
年
国
際
博
覧
会
の
立
候
補
及
び
開
催
申
請
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
九
年
四
月
十

一
日
閣
議
了
解
）
に
お
い
て
は
、
「
会
場
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
建
設
費
総
額
に
占
め
る
補
助
対
象
事
業
の
割
合
を
三
分
の



 

２ 

 

二
程
度
と
し
、
残
余
の
部
分
は
民
間
資
金
等
に
よ
り
対
応
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
補
助
対
象
事
業
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

国
と
関
係
地
方
公
共
団
体
が
同
率
の
割
合
で
負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

政
府
が
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
に
博
覧
会
国
際
事
務
局
に
提
出
し
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
に
同
事
務
局
か
ら
承
認

を
受
け
た
登
録
申
請
書
に
お
い
て
は
、
「
大
阪
・
関
西
万
博
の
施
設
は
、
原
則
撤
去
と
な
る
が
、
機
械
設
備
等
再
利
用
が
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
開
催
者
が
譲
渡
先
を
探
し
て
再
利
用
し
、
再
利
用
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
素
材
の
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
資
源
化
）
を
行
う
」
と
し
て
い
る
。 


